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津藩主、 2代将軍秀忠の子、家光の異母弟）により、江戸の町の復興を優先し、天守再建は延期するこ

とになる。

　その後何度か再建の話があったが再建されずに現在に至っている。

　こんな事から我々の「江戸城天守を再建する会」は1638年（寛永15年）家光寛永度天守を建設することを
目指している。
　徳川家の天守は 3城建てられた。
　1607年（慶長12年）家康慶長度天守完成
　1623年（元和 9年）秀忠元和度天守完成
　1638年（寛永15年）家光寛永度天守完成
　1657年（明暦 3年）明暦の大火で焼失
　明暦の大火は明暦 3年 1月18日から20日まで、 3日間に渡り江戸の町を約 6割焼きつくし、死者が10
万人とも言われている。別名「ふりそでの大火」とも言う。
　江戸城天守台の石は瀬戸内海より運んだ白い花崗岩、伊豆半島の安山岩等が使われたと言うがその巨
大さに圧倒される。以前裏伊豆の山の中に江戸城に使ったと言う石きり現場を見学に行った事があるが、
残石がかなりあった。
　江戸城跡は特別史跡に指定されており、文化庁の管轄であり、東御苑は宮内庁の管轄にある。そのた
め天守再建は数々の調整が必要となるが。
　まだまだ、 8．北詰橋門、 9．汐見坂、10．二の丸庭園、11．梅林坂、12．平川門、等々、散策は続
くが、特に二の丸庭園に昭和天皇のご発案で、武蔵野の雑木林の再現と各都道府県、日本全土の木が植
樹されている。自分の出身地の県木は何か等楽しみも大であった。
　とにかく大手門入口の入城者の多さにはおどろくが、早く再建がかないあの広大な広場の奥に木造の
天守閣がそびえる夢を見ながら頑張っている。
 令和 7年 5月 5日記
資料
　我が再建の会パンフより

表側の天守台・高さ13m 裏側の天守台。日本一の天守台。さすがに大きい様子が
良くわかる
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